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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
23
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
23
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町長　安久津勝彦

議長　吉田　敏男

　

昨
年
は
、
幸
い
に
大
き
な
災
害
も
な
く
比

較
的
平
穏
な
１
年
で
あ
り
、
町
政
全
般
に
お

い
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
団
体
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
の
下
、

順
調
に
推
移
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
不
透
明
な
経
済
状

況
の
中
、国
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
の
協
議
開
始
を
表
明
し
ま
し
た
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
例
外
な
き
関
税
撤
廃
と
幅
広
い
分
野

で
の
規
制
廃
止
を
行
う
自
由
貿
易
協
定
で
あ

り
、
協
定
参
加
は
北
海
道
、
十
勝
、
そ
し
て

足
寄
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。今
後
も
、

地
域
経
済
を
守
る
た
め
要
望
活
動
等
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、町
の
施
策
を
振
り
返
り
ま
す
と
、（
仮

称
）
南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
や

足
寄
中
学
校
体
育
館
の
改
築
、
あ
し
ょ
ろ
銀

河
ホ
ー
ル
21
の
改
修
に
着
手
し
た
ほ
か
、
携

帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
を
進
め
て
お
り
、
３
月

ま
で
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
足
寄
町
が
カ
ナ
ダ
・
ウ

ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で

か
ら
20
年
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
が

派
遣
す
る
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
訪
問
団

に
５
名
で
参
加
し
、
北
海
道
等
が
主
催
す
る

諸
行
事
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
タ
ス

キ
ウ
ィ
ン
市
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
心
温

ま
る
歓
迎
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
絆

を
強
く
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
「
住
民
一

人
ひ
と
り
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
て

暮
ら
せ
る
あ
た
た
か
く
快
適
な
ま
ち
」
実
現

に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
春
先
に
低
温
が
続
い
た
後
、
６
月

27
日
に
足
寄
町
の
観
測
史
上
最
高
気
温
の

37
・
１
度
を
記
録
す
る
な
ど
、
猛
暑
に
代
表

さ
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
猛
暑
に
よ
り
、
小
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
の
主
要
作
物
の
生
育
を
直
撃
し
、
ま
た

乳
牛
の
乳
量
が
落
ち
込
む
な
ど
、
農
業
全
体

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の
世
界
金
融
市
場
の
混
乱

以
降
、
世
界
的
な
景
気
の
後
退
に
伴
う
デ
フ

レ
の
進
行
・
雇
用
不
安
を
は
じ
め
、
い
ま
だ

に
政
治
、
経
済
が
不
安
定
で
、
社
会
構
造
が

激
し
く
変
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

足
寄
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
極
め
て
厳
し

く
、
景
気
の
低
迷
、
過
疎
、
雇
用
環
境
の
悪

化
、
少
子
化
な
ど
、
さ
ら
に
は
基
幹
産
業
で

あ
る
農
畜
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
な

ど
、
ま
さ
に
変
転
目
ま
ぐ
る
し
く
、
試
練
の

時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
は
も
と
よ
り
、
行
政
課
題
は
山

積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ

そ
町
民
の
知
恵
を
結
集
し
、
さ
ら
な
る
本
町

発
展
の
た
め
、
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
で
も
あ
り
ま
す
。
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す
る
地
方
財
政

も
、
好
転
の
兆
し
が
な
か
な
か
見
え
て
ま
い

り
ま
せ
ん
が
、
多
様
な
住
民
要
望
に
応
え
て

い
く
た
め
に
、
行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
希
望
の
持
て
る
町
政
の
実
現
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

足
寄
町
議
会
は
、
執
行
機
関
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
、
町
行
政
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
克
服
の
た
め
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
、
明
る
い

未
来
と
希
望
に
満
ち
た
一
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

ま
ち
の

台
所

平成21年度決算状況

一　般　会　計

平成21年度の予算・決算状況と22年度の予算執行状況をお知らせします。
皆さんが納めた税金や国の補助金はどのように使われているのでしょうか。
足寄町の家計簿を表やグラフで表してみました。

地方譲与税
1億7,096万9千円（1.8％）

1億7,221万3千円（1.6％）

道支出金
4億7,918万7千円（5.1％）

7億3,469万0千円（7.0％）

その他
1億4,693万9千円（1.6％）

1億4,280万6千円（1.3％）

町税
8億4,812万1千円（9.1％）

8億4,034万1千円（8.0％）
諸収入
4億7,851万9千円（5.1％）

4億9,966万9千円（4.7％）

その他
3億6,164万4千円（3.8％）

3億7,639万8千円（3.6％）

使用料及び手数料
1億6,780万5千円（1.8％）

1億6,716万6千円（1.6％）

国庫支出金
16億5,551万0千円（17.7％）

22億4,404万2千円（21.3％）

地方交付税
42億7,816万6千円（45.7％）

42億7,816万6千円（40.5％）

自主財源
18億5,608万9千円（19.8％）

18億8,357万4千円（17.9％）

依存財源
75億1,249万5千円（80.2％）

86億6,784万1千円（82.1％）

93億6,858万4千円

105億5,141万5千円

公債費
16億9,574万7千円（18.6％）

16億9,941万2千円（16.1％）

土木費
12億8,935万1千円（14.1％）

13億7,145万6千円（13.0％）

農林水産業費
12億2,531万0千円（13.4％）

12億7,598万3千円（12.1％）

職員費
12億6,338万2千円（13.8％）

12億6,851万1千円（12.0％）

総務費
7億4,414万6千円 （8.2％）

12億6,808万4千円（12.0％）

民生費
8億0,849万0千円（8.9％）

8億8,464万7千円（8.4％）

その他
5億3,677万4千円（5.9％）

5億7,950万5千円（5.5％）

衛生費
9億8,231万9千円（10.8％）

10億1,339万5千円 （9.6％）

教育費
5億7,772万0千円 （6.3％）

11億9,042万2千円（11.3％）

町債
7億8,172万4千円 （8.3％）

10億9,592万4千円（10.4％）

91億2,323万9千円

105億5,141万5千円
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まちづくりに91億2,323万9,144円が使われました

主な事業を紹介します

7,136万７千円

　平成19年度に北海道ちほく高原

鉄道株式会社から取得した、銀河

線鉄道跡地にある橋りょう・ホー

ム・老朽化した建物等の解体撤去

を銀河線跡地活用等振興基金等を

財源に計画的に進めており、本年

度は鉄道施設の解体撤去や保全管

理を行いました。また、鉄道敷地

については近隣住民への売り払い

への対応や町有財産としての的確

な管理に資することを目的として、

用地確定測量を行いました。

銀河線跡地整備事業

1,323万０千円

　情報基盤の格差解消の一環とし

て、高速インターネットを利用で

きない地域において、パラボラア

ンテナと衛星モデムを利用希望者

の居宅等に貸与・設置し高速イン

ターネットサービスが利用できる

衛星ブロードバンド環境の整備を

行いました。

衛星ブロードバンド整備事業

3,287万６千円

　国の緊急雇用対策事業として北

海道が基金を造成し、市町村の雇

用創出事業に助成する制度で、本

町の６事業が対象となり、町内企

業およびＮＰＯ法人等に委託し、

12人の雇用創出が図られました。

・足寄放牧ブランド確立促進業務

・木質ペレット燃焼機器開発促進業務

・森林未利用資源活用業務　他３事業

ふるさと雇用再生特別対策事業

３億1,000万０千円

　国の農山漁村活性化プロジェク

ト支援交付金を受けて、小麦乾燥

調整貯蔵施設を整備しました。

（事業主体～足寄町農業協同組合）

農山漁村活性化プロジェクト支援事業 １億3,559万７千円

　平成20年度に足寄小学校の屋内

運動場を整備しましたが、平成21

年度は西側に校舎を建設し、教育

環境の充実を図りました。

 木造平屋500㎡

足寄小学校改築事業

２億2,064万４千円

　本町は、農業担い手の減少・高

齢化等により耕作放棄地が増加し、

国土の保全や水源かん養、良好な

景観形成等の多面的機能の低下が

懸念されている中山間地域等であ

ることから、農業生産条件の不利

を補正する中山間地域等直接支払

交付金を交付し、中山間地域が抱

える課題を解決するための活動を

支援しました。

中山間地域等直接支払推進事業

2,489万４千円

　町商工会の新ポイントカード機

導入に係る経費に対し補助するこ

とにより、地域消費の拡大と地域

購買力の向上を図り、町内商工業

の活性化促進につなげました。

ポイントカード導入支援事業

収入 1,187,249円
地 方 交 付 税 542,158円
国 庫 支 出 金 209,797円
町 税 107,480円
町 債 99,065円
道 支 出 金 60,726円
諸 収 入 60,641円
地 方 譲 与 税 21,666円
使用料及び手数料 21,265円
そ の 他 64,451円

支出 1,156,158円
公 債 費 214,896円
土 木 費 163,396円
職 員 費 160,104円
農林水産業費 155,279円
衛 生 費 124,486円
民 生 費 102,457円
総 務 費 94,303円
教 育 費 73,213円
そ の 他 68,024円

１人当たりに使われた
お金の内訳は

平成22年３月31日現在

人口　7,891人

その他
11億2,469万3千円

その他
11億2,469万3千円

財源対策債等
5億6,045万1千円
財源対策債等

5億6,045万1千円

都市計画債
5億8,335万0千円

都市計画債
5億8,335万0千円

総務債
8億0,549万1千円

総務債
8億0,549万1千円

一般土木債
9億0,095万1千円

一般土木債
9億0,095万1千円

公営住宅債
11億7,581万4千円

公営住宅債
11億7,581万4千円

農林水産業債
14億1,859万4千円
農林水産業債

14億1,859万4千円

過疎対策事業債
18億8,893万8千円
過疎対策事業債
18億8,893万8千円

臨時財政対策債
29億4,682万8千円
臨時財政対策債
29億4,682万8千円

財　務　省

69億0,913万4千円

地方公共団体金融機構等
15億8,226万0千円

銀　行　等
13億8,702万6千円

簡易保険局
9億8,618万3千円

その他　5億4,050万7千円

目 的 別 借 入 先 別

平成21年度決算状況

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億3,007万０千円 １億0,333万７千円

資本的収支決算額 2,397万９千円 １億3,929万１千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 ９億4,665万８千円 10億2,988万７千円

資本的収支決算額 6,266万９千円 8,082万２千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億0,404万１千円 11億0,257万９千円 146万２千円

簡 易 水 道 5,906万１千円 5,905万７千円 ４千円

老 人 保 健 2,391万９千円 2,038万１千円 353万８千円

公 共 下 水 道 事 業 ３億6,233万６千円 ３億6,232万６千円 １万０千円

介 護 保 険 ７億0,253万７千円 ７億0,253万３千円 ４千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 ９億8,708万１千円 ９億9,061万７千円 -353万６千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億9,848万３千円 ２億9,848万２千円 １千円

後 期 高 齢 者 医 療 9,028万７千円 9,011万８千円 16万９千円

特　別　会　計

１億7,881万２千円

　下水道の整備・推進を図りました。

・管渠新設工事　1,557ｍ

・下水道中期ビジョン策定業務

・管渠実施設計業務　ほか

公共下水道事業（特別会計）

９億7,431万８千円

　区画道路の改良舗装、交通広場

や旧鉄道敷地等の整備を行い、土

地区画整理施行区域内の公共施設

と宅地の整備を図りました。

土地区画整理事業（特別会計）

１億2,086万６千円

　国道拡幅工事に伴う配水管敷設

替工事、土地区画整理事業に伴う配

水管拡張・移設工事、町道整備工事

に伴う配水管拡張・移設工事ほか。

配水管拡張・移設工事（企業会計）

町の財産
土地� 121,820,459㎡
公 の 施 設 13,919,577㎡
宅 地 238,275㎡
山 林 96,384,849㎡
そ の 他 11,277,758㎡

建物� 121,985㎡
学 校 22,942㎡
公 営 住 宅 29,681㎡
そ の 他 69,362㎡

車両� 84台
乗用自動車 22台
軽 自 動 車 ５台
貨物自動車 24台
バ ス 14台
特殊自動車 11台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ８台

基金� 51億3,022万2千円
土地開発基金
 ２億1,669万７千円
その他の基金
 49億1,352万５千円

証券その他の権利
 ２億8,035万４千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　114億0,511万0千円

１億7,905万４千円

　平成20年度から23年度の計画で、

銀河ホール21の「道の駅」として

の機能充実や周辺地区の道路整備

による利便性の向上等を目的とし

て、銀河ホール21を中心とした約

２. １ヘクタールの区域を整備し

ています。平成21年度はホール南

側の駐車場・多目的広場造成、銀

河ホールの耐震診断などを行いま

した。また、南１条通改良・舗装

により、交通アクセスが確保され、

住民の利便性が図られました。

まちづくり交付金事業
（銀河ホール21地区）
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15億5,936万0千円

12億8,490万8千円

12億5,585万8千円

12億3,604万7千円

10億0,751万4千円

10億0,097万7千円

8億8,868万3千円

13億7,026万8千円

43億8,395万6千円

10億7,034万1千円

10億6,876万5千円

8億2,348万5千円

8億2,068万0千円

3億9,510万2千円

3億0,511万1千円

7億3,617万5千円

8億0,259万8千円
(51％)

1億5,054万3千円
(12％)

6億2,002万0千円
(49％)

1億9,027万2千円
(15％)

2億3,178万0千円
(23％)

3億3,498万1千円
(33％)

2億6,479万6千円
(30％)

5億8,197万6千円
(42％)

30億4,413万4千円
(69％)

0千円
(0％)

3億0,231万2千円
(28％)

5億3,709万5千円
(65％)

5,786万8千円
(7％)

9,112万6千円
(23％)

4,220万0千円
(14％)

3億9,779万9千円
(54％)

歳出
予算現額　　　96億0,361万5千円
支出済額　　　31億7,696万4千円(33％)歳入

予算現額　　　96億0,361万5千円
収入済額　　　44億7,253万4千円(47％)

公債費

土木費

総務費

職員費

農　林
水産業費

国　庫
支出金

民生費

教育費

その他

地　方
交付税

繰入金

町　税

諸収入

町　債

道支出金

その他

平成22年度予算執行状況

平成22年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　31億7,696万4千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入および支出 １億1,039万1千円 6,622万5千円 4,398万7千円

資本的収入および支出 １億2,829万8千円 79万0千円 2,397万6千円

病 院 事 業
収益的収入および支出 11億5,621万1千円 ５億0,657万1千円 ５億2,710万9千円

資本的収入および支出 １億0,117万5千円 5,172万5千円 6,372万8千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億4,236万６千円 ３億6,996万１千円 ４億5,591万９千円 39.9％

簡 易 水 道 4,549万２千円 460万８千円 1,549万２千円 34.1％

老 人 保 健 361万３千円 355万７千円 201万３千円 55.7％

公 共 下 水 道 事 業 ４億0,809万１千円 2,944万６千円 １億1,302万７千円 27.7％

介 護 保 険 ６億9,278万０千円 ２億9,771万１千円 ３億0,975万３千円 44.7％

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 ４億8,641万６千円 ８万３千円 １億4,879万１千円 30.6％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億7,411万９千円 7,736万６千円 １億1,719万７千円 42.8％

後 期 高 齢 者 医 療 9,940万８千円 2,584万１千円 2,525万９千円 25.4％

特　別　会　計

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
が
始
ま
り
、
市
町
村
や
都

道
府
県
に
５
千
円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た
場

合
、
寄
附
額
に
応
じ
て
、
住
民
税
と
所
得
税

か
ら
一
定
額
ま
で
は
税
額
控
除
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
「
ふ
る
さ
と

足
寄
応
援
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
こ
れ
ま

で
に
、
２
，
３
３
２
，
９
０
０
円
の
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（
平
成
22
年
11
月
30

日
現
在
）。

　

足
寄
町
は
、
平
成
20
年
４
月
に
開
町
百
年

を
迎
え
、新
た
な
歴
史
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。

本
町
は
、
厳
し
い
自
然
の
猛
威
に
耐
え
、
幾

多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
、
先
人
た
ち

の
偉
大
な
精
神
力
と
知
恵
で
築
か
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り

一
層
足
寄
町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
町
民
と

行
政
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

足
寄
で
生
ま
れ
、
足
寄
の
豊
か
な
大
地
で

育
ち
、
今
は
足
寄
か
ら
遠
く
離
れ
た
土
地
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
。
ま
た
は
「
足
寄
に
両

親
や
友
人
、
知
人
が
住
ん
で
い
る
」
「
足
寄

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
足
寄
町
に

ゆ
か
り
が
あ
り
、
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
（
寄
附

金
）
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
足
寄
町
を
も
っ

と
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
実
施
事
業
の
内
容

　

町
で
は
、い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
財
源
に
、

次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
地
域
産
業
の
振
興
を
支
援
す
る
事
業

②
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業

③
雌
阿
寒
岳
・
オ
ン
ネ
ト
ー
等
の
自
然
環
境

保
全
お
よ
び
活
用
に
関
す
る
事
業

④
花
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業

⑤
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
事
業

⑥
高
齢
者
の
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
事
業

⑦
地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業

⑧
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
事
業

⑨
芸
術
や
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

⑩
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
町
長
が
必
要

と
認
め
る
事
業

◆
寄
附
金
手
続
き
の
流
れ

①
寄
附
の
申
し
込
み

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
役
場
窓
口

（
総
務
課
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
納
入
方
法
等
の
お
知
ら
せ

申
し
込
み
確
認
後
、
担
当
か
ら
納
入
方
法

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
寄
附
金
の
納
入

②
で
お
知
ら
せ
し
た
方
法
に
よ
り
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。

④
寄
附
金
受
領
証
明
書
の
交
付

入
金
確
認
後
、
寄
附
金
受
領
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。
確
定
申
告
時
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
確
定
申
告
等

寄
附
金
受
領
証
明
書
を
添
え
て
、
最
寄
り

の
税
務
署
ま
た
は
市
区
町
村
で
確
定
申
告

等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
控
除
の
計

算
方
法

　

寄
附
金
控
除
の
計
算
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
寄
附
金
額
が
一
定
の
額
を
超

え
る
場
合
、
５
千
円
を
控
除
し
た
額
の
す
べ

て
が
税
金
の
軽
減
対
象
と
は
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
８

寄
附
金
控
除
の
計
算
例

・
給
与
収
入
７
０
０
万
円

　

４
人
家
族
（
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
）

　

所
得
税
の
限
界
税
率

：

10
％

　

住
民
税
所
得
割
額
２
９
４
，
０
０
０
円

所
得
税
の
所
得
控
除

寄
附
金
控
除
対
象
額
×
所
得
税
の
限
界

税
率
（
５
～
40
％
）

住
民
税
の
税
額
控
除

・
基
本
控
除
額

寄
附
金
控
除
対
象
額
×
所
得
税
の
限
界

税
率
（
５
～
40
％
）

・
特
例
控
除
額

寄
附
金
控
除
対
象
額
×
（
90
％

－

所
得

税
の
限
界
税
率
）

※
所
得
割
額
の
10
％
が
上
限
額

※所得税の限界税率は個人の所得・所

得控除により変わります。

※住民税の寄附金控除限度額は、地方

公共団体以外への寄附金と合わせて、

総所得金額等の30パーセントです。

寄附金　40,000円

寄附金控除の対象
35,000円

控除の
対象外
5,000円

住民税から
税額控除
31,500円

所得税から
所得控除
3,500円
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8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

12.１-17 おもちをぺったん
　町内のへき地保育所（上利別保育所、芽登

保育所、螺湾保育所）で保護者が参加しても

ちつきが行われました。最初にお父さんたち

がお手本を見せた後、子どもたちは「よいし

ょ�」「ぺったん�」と大きな声を出して力

強くもちをつきました。つきたてのもちはみ

んなで丸めて、おいしく食べました。

12.３ 永年勤続従業員表彰式

　第26回道新杯全道中学選抜卓球大会と第41

回北海道中学校スケート・アイスホッケー大

会スピードスケート競技に出場する足寄中学

校の生徒19人が町教育委員会を訪れ、加藤和

弘教育長に出場の報告をしました。選手を代

表して卓球部の岸田一希主将（２年）とスケ

ート部の阿蘇康大主将（３年）が抱負を述べ、

加藤教育長から激励を受けました。

　町商工会（新沼靖典会長）の平成22年度永

年勤続従業員表彰式が町商工会館で行われま

した。各企業での勤続年数が30年、20年、15

年、10年、５年の80人が表彰され、表彰状と

記念品がそれぞれ手渡されました。また、30

年勤続者には、町から感謝状と記念品が田中

幸壽副町長から贈られました。

12.９ 健闘を誓う

12.１　芽登保育所

12.８　螺湾保育所 12.17　上利別保育所

稲
牛
開
拓
１
０
０
周
年
を
祝
う

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
！

稲
牛
の
歩
み

　

12
月
４
日
、
稲
牛
開
拓
１
０
０

周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
（
稲

牛
開
拓
１
０
０
周
年
記
念
事
業
協

賛
会
主
催
）
が
稲
牛
集
落
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
住
民
52
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
管
野
弘
實
協
賛
会
会

長
が
「
先
人
の
築
き
上
げ
た
地
域

基
盤
と
伝
統
を
守
り
、
次
の
世
代

に
向
け
伝
え
て
い
く
こ
と
が
わ
れ

わ
れ
の
使
命
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
先
人

に
恥
じ
な
い
地
域
づ
く
り
に
励
み

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

次
に
、
安
久
津
勝
彦
町
長
、
新
津

賀
庸
足
寄
町
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
祝
賀
会
に
入
り
、

参
加
者
は
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
先
人
の
偉
業
に
感
謝
し
、

今
後
に
向
け
さ
ら
な
る
地
域
の
絆

を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

記
念
事
業
と
し
て
、
８
日
に
は
20

年
後
の
自
分
自
身
に
向
け
た
手
紙

や
写
真
な
ど
を
入
れ
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
埋
設
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行

政
と
の
直
接
対
話
の
場
、
共
に
ま

ち
づ
く
り
を
語
る
場
で
す
。

対　
　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町

内
23
地
区
）
単
位
の
住
民
お
よ
び

各
種
団
体
の
構
成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社

会
教
育
関
係
団
体
、
経
済
団
体
、

労
働
団
体
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体

で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び

各
種
団
体
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

日
程
、
会
場
を
調
整
の
上
、
随
時

開
催
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地

区
連
合
自
治
会
お
よ
び
団
体
は
、

必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん
な
内
容
の
意

見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設
定

し
ま
す
。

内　
　

容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
意
見
お
よ
び
情
報
交
換
の
場
で

す
。
テ
ー
マ
に
則
さ
な
い
陳
情
や

要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も

必
ず
設
定
）の
１
カ
月
前
ま
で
に
、

電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場
等
の

調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定

し
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当
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２
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４
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線
３
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稲
牛
地
域
は
、
稲
牛
川
を

挟
み
、
足
寄
村
の
稲
牛
・
上

稲
牛
と
西
足
寄
町
の
稲
牛
更

生
・
中
稲
牛
・
拓
進
か
ら
始

ま
り
、
昭
和
53
年
の
字
名
変

更
に
よ
り
現
在
の
「
稲
牛
」

に
地
名
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
38
年
、
稲
牛
更
生
地

区
に
宮
城
県
出
身
の
野
田
八

十
八
さ
ん

、
野
田
青
助
さ
ん

、
荒

き
く
え
さ
ん

、
田
村
国
太
郎
さ
ん

の
４
戸
が
入
植
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
40
年
に
新
津
繁

松
さ
ん

の
小
作
人
と
し
て
福
島

県
出
身
の
吉
成
久
左
エ
門
さ
ん

、

石
井
末
吉
さ
ん

、
石
井
久
太
郎

さ
ん

、
八
木
沼
己
之
吉
さ
ん

が
入

植
。
そ
の
後
次
々
に
、
未
開

地
を
求
め
て
入
植
が
始
ま
り

大
正
初
期
に
は
40
戸
余
り
に

達
し
ま
し
た
（
足
寄
百
年
史

抜
粋
）。
現
在
で
は
、
25
世

帯
70
人
（
平
成
22
年
11
月
30

日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
）

が
居
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は

行
政
と
の
直
接
対
話
の
場
で
す
。

管野会長
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第36回
ＤＩＧ～災害イメージ
ゲーム～のすすめ

町民
防災講座

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
防
災
講
座
も
丸
三
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
が
豊
か
で
安
全
に
暮
ら
す
た

め
の
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
防
災
」
と
い
う
言
葉
に
ど
の

よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
何
か
考

え
た
方
が
い
い
け
ど
な
か
な
か
お
っ
く
う
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
、
起

こ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
災
害
の
こ
と
を
考

え
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
な
か
な
か
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
普
段
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
「
防
災
」
の
こ

と
を
考
え
る
時
間
を
と
る
の
も
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
昨
年
も
国
内
で
は
大
雨
や
局
地

的
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
に
沖

縄
本
島
近
海
、
３
月
に
福
島
県
沖
な
ど
地
震

に
よ
っ
て
負
傷
者
が
出
る
災
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
人
命
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
関
わ
る
火
山
噴
火
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位
置
し
、
地
震

や
火
山
噴
火
が
世
界
の
中
で
特
に
多
い
日
本

に
と
っ
て
、
他
人
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
ど
こ
で
ど
の
よ

う
な
災
害
が
起
こ
る
の
か
、
誰
に
も
予
想
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
手
軽
に
楽
し
ん
で
で
き

る
「
防
災
」
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
Ｄ

Ｉ
Ｇ（
デ
ィ
グ
）と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。D

isaster 

Im
ag

in
ation

 G
am

e

の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
で
、
日
本
語
に
す
る
と
「
災
害
イ
メ

ー
ジ
ゲ
ー
ム
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
「
災
害
時
図
上
訓
練
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｄ
ｉ
ｇ
と
い
う
単
語

は
英
語
で
「
深
く
掘
り
下
げ
る
」「
探
求
す
る
」

と
い
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
い

う
言
葉
に
は
「
災
害
を
理
解
す
る
」
「
わ
が

ま
ち
を
知
る
」
「
防
災
意
識
を
掘
り
起
こ
す
」

と
い
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
近
所
や
友
人
同
士
、
町
内
会
、
学
校
な

し
て
お
り
、

地
域
に
お

住
ま
い
の

方
か
ら
声

が
掛
か
れ

ば
、
役
場

担
当
者
が

ノ
ウ
ハ
ウ

の
提
供
や

Ｄ
Ｉ
Ｇ
に

必
要
な
大

き
な
地
図
・
透
明
シ
ー
ト
・
た
く
さ
ん
の
付

箋
紙
な
ど
の
支
給
、
進
行
役
の
職
員
の
派
遣
、

ビ
デ
オ
上
映
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
体
験
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
意
外
な
楽
し
さ
を
実
感
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

（
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構

 

主
任
研
究
員　

伊
藤
晋
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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皆
さ
ん
も
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
所
要
時
間
は
２
時
間
程
度
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
役
場
総
務
課
企

画
財
政
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ど
の
単
位
で
５
、
６
人
か
ら
数
十
人
が
集
ま

っ
て
、
地
域
の
地
図
を
見
た
り
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
書
き
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
自
分
の

暮
ら
す
地
域
の
こ
と
を
見
直
し
て
み
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地

域
の
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
身

近
に
起
こ
り
え
る
災
害
を
想
像
し
て
、
「
ど

ん
な
被
害
が
？
」
「
ど
ん
な
情
報
が
？
」
「
ど

ん
な
行
動
を
？
」
な
ど
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で

話
し
合
い
ま
す
。
起
こ
り
う
る
災
害
の
こ
と

が
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
や
専
門

機
関
に
相
談
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
起

こ
っ
た
災
害
や
今
後
危
惧
さ
れ
る
こ
と
な
ど

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
や
ご
家
族
が

暮
ら
す
地
域
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害

を
、
よ
り
具
体
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
災

害
時
の
対
応
や
行
動
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
集
ま
り
で
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
ど
ん
な
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
し
、
費
用
も
掛
か
り
ま
せ
ん
。
専
門

家
の
講
演
や
過
去
の
災
害
の
ビ
デ
オ
上
映
、

被
災
経
験
者
の
経
験
談
な
ど
を
織
り
交
ぜ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
効
果
を
高
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
多
く
の
自
治
体
で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
推
進

秋
に
木
々
が
緑
葉
を

捨
て
る
直
前
に
美

し
く
紅
葉
す
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
葉
が

あ
の
よ
う
に
美
し
く
色
を
変
え
る
の

か
、
そ
れ
が
木
に
と
っ
て
ど
ん
な
利

益
が
あ
る
の
か
は
あ
ま
り
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
秋
の
葉
の
色
は
赤
だ
け

で
は
な
く
黄
色
の
も
の
が
あ
る
ほ
か
、

緑
葉
の
ま
ま
葉
を
落
と
す
も
の
も
い

ま
す
。
緑
は
葉
緑
素
の
色
で
落
葉
時

に
分
解
さ
れ
て
緑
色
が
失
わ
れ
ま
す
。

黄
色
は
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
の
色
、
赤
色

は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
色
で
す
。
葉

の
色
の
変
化
は
動
物
へ
の
ア
ピ
ー
ル

や
忌
避
、
温
度
低
下
と
強
光
に
よ
る

葉
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
な
ど
諸
説
あ

り
ま
す
。
紅
葉
す
る
葉
の
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
は
夏
の
成
長
期
に
ほ
と
ん
ど

存
在
せ
ず
、
そ
の
活
動
の

終
了
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
作
ら
れ

第71回『紅葉は何のため？』
（九州大学北海道演習林　菱拓雄）

ま
す
。
こ
の
た
め
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

の
合
成
は
、
葉
が
完
全
に
劣
化
し
て

脱
落
す
る
直
前
に
葉
に
残
っ
て
い
る

栄
養
分
を
樹
体
に
可
能
な
限
り
回
収

す
る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
を
積
極
的
に

す
る
た
め
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

演
習
林
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
落
葉
に

残
っ
て
い
る
窒
素
養
分
は
カ
エ
デ
類
、

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ア
オ
ダ
モ
な
ど

秋
に
紅
葉
す
る
樹
種
の
方
が
黄
葉
や

緑
葉
で
落
葉
す
る
樹
種
と
比
べ
て
低

い
と
い
う
結
果
で
し
た
。
紅
葉
は
養

分
の
効
率
的
な
利
用
の
進
化
を
示
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳
細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
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－

２
６
０
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20
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
は

な
く
、
万
が
一
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
な
ど
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守

り
ま
す
。
し
か
し
、
加
入
の
届
け
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
あ

の
時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
（
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
20
歳
の
方
は
手
続
き
が
不
要
で
す
）
。

　

な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
「
学
生
納
付
特
例
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支

払
い
を
猶
予
す
る
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

被
保
険
者
の
種
類

・
第
１
号
被
保
険
者

　
　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
の
方
、

農
林
漁
業
の
方
、
学
生
の
方
が
対
象
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
５
，
１
０
０

円
（
平
成
22
年
度
）
で
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　
　

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
が
対
象
で
す
。

厚
生
年
金
保
険
料
は
料
率
16
・
０
５
８
パ

ー
セ
ン
ト
（
平
成
22
年
９
月
現
在
）で
す
。

労
使
折
半
で
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　
　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
が
対
象
で
す
。
保
険
料
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て
の
制
度
に

共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ

た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加
入
記
録
や
保

険
料
の
納
付
状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
で
管
理

さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
の

際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所
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役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当
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み
ん
な
の
国
民
年
金

わざわざ紅葉しているヤマモミジ
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排水設備工事責任技術者
資格登録更新について

調理師の皆さんへ

若年認知症を
理解するための講演会

競争入札参加資格審査
申請書提出のお知らせ

善意のご寄付・ご寄贈
ありがとうございます

受付期間　１月17日㈪－21日㈮
受付時間

　午前８時35分－午後５時５分

受付場所　役場建設課上下水道室

手 数 料　５，０００円

※手続き終了後、更新テキストを

配布します。

申込先・詳細� 役場建設課

� 上下水道室上下水道業務担当

� ☎２５―２１４１内線３５２

　調理業務に従事している調理師

の方は、２年ごとに就業届を出す

ことが調理師法で義務付けられて

います。調理師業務従事者届に平

成22年12月31日現在の状況を記載

し、帯広保健所か各地域保健支所、

㈳北海道全調理師会各支部のいず

れかに提出してください。

届け出期限　１月14日㈮
詳　　　細� 帯広保健所

� ☎０１５５－２７－８６３８

　若年認知症に関する知識と対応

について普及啓発する講演会を開

催します。どなたでも参加できま

すので気軽にお越しください。

日時　１月26日㈬
　　　午後１時30分－３時45分

場所　帯広市保健福祉センター

内容　講演、体験発表など

講師　札幌勤医協中央病院

　　　名誉院長　伊古田俊夫氏

詳細　十勝総合振興局保健環境部

� 保健福祉室社会福祉課

� ☎０１５５－２６－９０７８

　平成23、24年度に、町が発注す

る工事または製造の請負、物件の

買い入れ等の入札または見積もり

合わせに参加しようとする事業所

などは、申請書を提出してくださ

い。なお、詳細は町ホームページ

でもご覧いただけます。

ホームページアドレス

http://www.town.ashoro.hokkaido.jp
受付期間　２月１日㈫－28日㈪
提出先・詳細

� 役場総務課契約財産室契約担当

� ☎２５－２１４１内線３４２

町へ

・足寄信友会（石川勲会長）

から文化、スポーツ振興基

金として� ２万円

　北海道日本ハムファイターズの梨田昌孝監督

を招き、本別町体育協会創立50周年記念事業「本

別町スポーツ講演会」を開催します。多くの皆

さんのご来場をお待ちしています。

日　時　１月16日㈰　午後２時

場　所　本別町中央公民館

入場料　前売り５００円、当日６００円

※小・中学生、高校生は無料。ただし、本別町

体育館で配布する整理券が必要です。

チケット販売所

　本別町中央公民館、本別町体育館、本別町役

場勇足・仙美里出張所

チケット販売期間　１月13日㈭まで

定　員　５００人

詳　細　本別町体育館内スポーツ担当

 ☎２２－２３３１

第30回しばれフェスティバル本別町スポーツ講演会を開催します

　ありがとう30周年の感謝を込めて。

　真冬の祭典「しばれフェス」で皆さんのお越

しをお待ちしています。

日　時　２月５日㈯午後６時－、

　　　　６日㈰午前９時30分－

場　所　陸別町宇遠別イベント広場

内　容

　人間耐寒テスト、しばれ花火、よしもとお笑

いステージショー、キャラクターショー、大抽

選会などほかにもいろいろ用意しています。

人間耐寒テスト参加者募集（完全事前予約制）

・参 加 料　４，０００円

・定　　員　２００人

・受付期間　１月11日㈫－15日㈯
申込先・詳細　しばれフェス実行委員会

� ☎２７－３９９０

申告受付期間

２月16日㈬－３月15日㈫
申告会場　役場会議室１

申告対象者

　平成23年１月１日現在において

足寄町に住所を有し、所得税、町・

道民税、国民健康保険税の確定申

告が必要な方。

留意事項

　給与・年金収入がある方につい

ては、源泉徴収票がないと申告で

きませんので、必ずお持ちくださ

い。なお、１年間納付した国民年

金保険料を社会保険料控除に含め

る場合は、日本年金機構から送付

される控除証明書（はがき）が必

要となりますので、忘れずにお持

ちください。

詳　　細

� 役場住民課税務室賦課担当

� ☎２５－２１４１内線２３２

　佐藤俊太郎指揮、札幌交響楽団

演奏によるコンサートを行います。

ぜひご家族でご来場ください。

日　時　２月12日㈯
　　　　午後６時30分開演

場　所　総合体育館

曲　目

　モーツァルト／歌劇「フィガロ

の結婚」序曲Ｋ.４９２ほか

入場料　無料

※入場整理券は１月12日㈬から配

布します（一人２枚まで。無く

なり次第終了します）。

入場整理券配布場所

　ほくでん足寄営業所、ほくでん

帯広支店、役場総務課、教育委員

会生涯学習室、町商工会

詳　細� 教育委員会生涯学習室

� ☎２５－３１８８

　税務署職員による還付申告の受

け付けを行います。所得税が還付

になる方は、次の日程で申告書を

提出することができますので、ご

利用ください。申告の際には源泉

徴収票など必要なものを忘れずに

持参するようお願いします。

日　時　２月８日㈫
　　　　午前10時－午後４時

　　　　（正午－午後１時を除く）

場　所　役場会議室１

詳　細� 十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－１１７１

　毎年、雪のシーズンになると除

雪機による事故が多発しています。

除雪機を使う際には、使用者の責

任において、正しく、安全に作業

しましょう。

・除雪作業中は、周りに人を近づ

けないでください。

・雪詰まりを取り除くときは、エ

ンジンを停止し、必ず雪かき棒

を使ってください。

・作業の時以外は、必ずエンジン

を停止してください。

・後進する時は、足元や後方の障

害物に気を付けてください。

詳　　細� ㈳日本農業機械工業会

� 除雪機安全協議会

� ☎０３－３４３３－０４１５

　１１０番は事件・事故などが発

生した場合に警察へ緊急通報する

ための電話です。電話に出た警察

官の質問に慌てず落ち着いて正し

く答えてください。

　携帯電話で１１０番する場合、

移動中は通話がとぎれることがあ

るほか、車を運転しながらの通報

は法令違反となります。必ず安全

な場所に停止して通報してくださ

い。また警察官が早く現場に到着

できるよう、その場所の住所や目

標となる建物などを正しく伝えて

ください。

　急を要しない相談や照会などは、

警察相談電話＃９１１０または最

寄りの警察署、交番、駐在所へお

問い合わせください。

詳　　細� 本別警察署地域係

� ☎２２－０１１０

　国民健康保険病院の内科は１月

13日㈭から当分の間、毎週木曜日

の午後１時－３時30分を休診とさ

せていただきます。

詳　　細� 国民健康保険病院

� ☎２５－２１５５

お知らせ

確定申告は期間内に

ほくでん
ファミリーコンサート

確定申告により
所得税が還付になる方へ

歩行型除雪機による
事故を防ごう

１１０番通報の
適切な利用をお願いします

国民健康保険病院からの
お知らせ

足寄消防団出初式

分団名 日　　　時 サイレン吹鳴 場　　　所

第１分団 １月４日㈫　午前10時－

午前８時

消 防 総 合 庁 舎

第２分団 １月５日㈬　午前11時－
大 誉 地 老 人 健 康
増 進 セ ン タ ー

第３分団 １月７日㈮　午後１時30分－
芽 登 老 人 健 康
増 進 セ ン タ ー

第４分団 １月５日㈬　午後１時30分－
上 利 別 老 人 健 康
増 進 セ ン タ ー

第５分団 １月７日㈮　午前11時－ 中足寄集落センター
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今月の表紙

　12月１日に行われた「芽登保育所もち

つき」でのスナップです。

 （⇒８ページ）
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☆あけましておめでとうございま

す。今年も「広報あしょろ」を

よろしくお願いします。

☆２０１０年の「今年の漢字」は

「暑」でした。その字の通り６

月には本町で全国一番となる

37．１度を記録し、全国各地を

記録的な猛暑が襲った年でし

た。

☆昨年を振り返るとさまざまな出

来事がありました。個人的には

多くの人と交流が深められ、良

い１年となりました。今年はど

んな年になるのか楽しみです。

村　蓮
れ

音
お

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年１月７日生まれ）

　お姉ちゃんが大好きでいつも

まねっこばかり。車が大好き

で、車はすべて「ピーポー」で

す。これからも姉弟仲良く元気

に遊んでね。

� 猛・奈々さ
んの子

� （下愛冠１丁目）
長　鈴

すず

菜
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年１月28日生まれ）

　食べること大好き、いたずら

大好き、お兄ちゃん大好きな鈴

菜です。笑顔でいつも家族を明

るくしてくれます。思いやりの

ある女の子に育ってね。

� 慶一郎・恵さ
んの子

� （北５条１丁目）

曽我　航
こう

志
し

ち
  ゃ
   ん

（平成21年１月31日生まれ）

　駆けっことボール遊びが大好

きです。いつもお兄ちゃんと一

緒に走り回って元気に遊んでい

ます。音楽に合わせて歌ったり、

踊ったりして家族を笑顔にして

くれます。� 真澄・理奈さ
んの子

� （螺湾本町）
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掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで


